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Tc-99mスズコロイ ド肝シンチグラフィで
び慢性肺集積を認めた2症例
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しれない｡しかし,肝障害による二次的な単純な代
償性の肺集積は,肝硬変においてみられるような骨
髄集積は観察されていないのでこれも考えにくい｡
この異常集積は肺の網内系細胞の貧食作用の克進
による可能性が考えられる｡牌と骨髄の移植を受け
た例や肝移植患者において骨髄集積を認めずに著し
い肺集積を示したという報告がある｡また,動物実
験で,肝,牌,骨髄から肺-遊走するマクロファー
ジの一部は,毛細管を通過し肺胞のマクロファージ
のもととなることが観察されている｡マクロファー
ジは,また,ある種のストレスに反応して肺に遊走
し,肺毛細管に達したのちに,血管内のコロイドを
貧食し続ける｡血管内を循環したり,また臓器に存
在している網内皮系細胞はビタミン B12,甲状腺ホ
ルモン,細菌内毒素,弱毒細菌,異種蛋白,ステロイ
ドホルモンなどの種々の刺激によって増加する｡熱
射病そのものが肺内の貧食作用を克進させ肺集積の
原因となったかもしれない｡
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